
39レッドデータブックとっとり (植物）

　オオバミゾホオズキ　ゴマノハグサ科
　Mimulus sessilifolius Maxim. 

鳥取県：絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)

環境省：－

　シシンラン　イワタバコ科
　Lysionotus pauciflorus Maxim.

鳥取県：絶滅危惧Ⅰ類 (CR+EN)

環境省：絶滅危惧ⅠB類 (EN)

■選定理由　局限・孤立，分布限界，遺存性，希少性。
■生態･形態　山地渓流沿いの常時水が滴る岩壁などに地下茎を伸ばして小群生する多年生草本。茎は分枝せず直立，高
さ10数cm。遺存植物。葉は対生，無柄，広卵形で長さ3～4cm，平行状脈が顕著，鋭突鋸歯縁。花は6～7月，黄色，上部の
葉腋に単生，萼は大形。ミゾホオズキに類似するが，無分枝，無葉柄，葉形の違いで容易に見分けられる。
■分布　北海道，本州中部以北，日本海側。
（県内）扇ノ山，若桜町，河原町。分布西限。
■保護上の留意点　採取防止。山地渓谷の自然林の保護。

■選定理由　生育環境悪化，採取圧，希少性。
■生態･形態　山地渓谷沿いの落葉樹老木に着生する微小な常緑性木本植物。茎は樹上を這い，枝の高さ5～20cm。葉は2

～4個が輪生，上部では節間短く密輪生状，厚質，広披針形，鈍頭，基部は鋭形，まばらな鋸歯縁。花は6～7月，淡紅色，
枝の上部葉腋ごとに単生し数個。花冠はラッパ状唇形，5裂，花筒は帯紅白色，横向きに咲く。
■分布　本州静岡県以西，四国，九州，沖縄。
（県内）三朝町。
■保護上の留意点　厳重な採取禁止。山地渓谷の自然林の
保護。




